
高等学校における通級による指導

～なりたい自分に近づくために～

兵庫県教育委員会事務局特別支援教育課

令和４年10月18日（火）

内 容

兵庫県の特別支援教育について

兵庫県の高等学校における通級による指導

通級指導担当教員の専門性向上に係る取組

・県教育委員会の取組

・拠点校、巡回校の取組

・協力校（特別支援学校）の取組
兵庫県マスコットはばタン 2
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～兵庫県の概要～

日本の縮図
【５つの地域】

・摂津（神戸・阪神）

・播磨

・但馬

・丹波

・淡路
3

【市町立学校】

小学校：73４校

中学校：３３９校

義務教育学校：７校

高等学校：18校

特別支援学校：１９校

【県立学校】

中等教育学校：１校

高等学校：１４７校

特別支援学校：２８校

・北は日本海に面し、
南は瀬戸内海から
淡路島を介して太平洋へ
・大都市、農山村、離島等
・多様な気候と風土

兵庫県がめざす特別支援教育 → 共生社会の実現

キーワード

「縦横(ﾀﾃﾖｺ)連携」

兵庫県特別支援教育第三次推進計画
－平成31年度から令和５年度－

Ⅰ 連続性のある多様な学びの場における教育の充実
～すべての学校園で取り組みつなぐ特別支援教育～ （縦の連携）

Ⅱ 連携による切れ目ない一貫した相談・支援体制の充実
～早期から卒業後へ支えつながる特別支援教育～ （横の連携）
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特別支援学校、特別支援学級在籍者数及び
通級による指導を受けている児童生徒数の状況

（令和４年５月１日現在）
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※「通級による指導」は、R2より高校を追加
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・中学校で特別支援学級に在籍していた生徒や、通級による指導を受けてい
た生徒、発達障害等のある特別な支援を必要とする生徒が、高等学校に進学。

高等学校における特別支援教育の必要性
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特別支援

学校

52.3%
高等学校

31.4%

各種学校

13.1%
その他

3.2%

卒業生総数 791人

特別支援学級在籍者 通級指導対象者

中学校からの進路状況 (令和３年度）

公立高等

学校

45.8%

私立高等

学校

47.1%

特別支援学校

3.6%

その他

3.6%

卒業生総数 ３６５人
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【引継ぎを行わなかった主な理由】
・しっかり教育相談ができたので、保護者がシー

トでの引継ぎの必要が無いと判断された
・本人及び保護者からの要望が無かったため 等

○引継ぎを行った中学校数
294校 99.0％
引継ぎ対象生徒在籍校 297校

（調査対象校340校：神戸市・県立大附属中含む、芦屋国際中
等前期除く）

○引き継いだ生徒数 1,292人
通常の学級在籍 993人（76.9％)

特別支援学級在籍 299人 (23.1％)

○引継ぎを受けた高等学校数
132校 80.0％
調査対象校165校
（市立高・県立大附属高含む、芦屋国際中等後期除く）

○引継ぎを受けた生徒数 693人
令和4年度公立高等学校入学者選抜募集
定員33,160名

特別な教育的支援の引継ぎについて

【引継ぎを受けた高等学校の声】
・引継ぎ内容を全教職員に周知し、各授業等での

個に応じた指導を検討することができた
・通級を希望する生徒の実態把握に活用している 等

高等学校中学校

（中学校）昨年度比 ４校増、生徒数173人増
（通常の学級在籍生徒数107人増、特別支援学級66人増）

（令和４年度 特別な教育的支援の引継ぎの実施状況調査）
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兵庫県内の小・中学校等における通級指導教室数
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言語障害 ８ ０ ８

自閉症 11 ０ 11
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合 計 １７２ ７６ ２４８

（ ）内は、昨年度比

令和４年度 「通級による指導」教室数（神戸市除く）

「通級による指導」教室数推移
平成５年度～ 通級による指導開始

平成18年度～ LD・ADHD等通級指導教室開始
※通級指導担当教員を学校生活支援教員として配置

平成２４年度～ 学校生活支援教員を各市町の
１小学校１教室、１中学校１教室以上に配置

（人）



兵庫県の高等学校における通級による指導

H30 R1 R2 R3 R4

自校通級 ９校 12校 14校 17校 20校

巡回指導 １校 ３校 10校

兵庫県立高等学校の通級による指導実施校数

対象生徒

令和４年度
137人 (R4.5.1現在）

160人 （R4.9.27現在）
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神戸新聞２０１８．４．６（金）

令和４年度通級による指導実施高等学校 （拠点校２０校、巡回校１０校）

西宮香風

阪神昆陽

宝塚西

篠山産業
氷上西但馬農業

村岡

多可

伊和
太子

淡路

神戸鈴蘭台播磨南
湊川

西宮甲山

東灘

香住

西脇北

姫路北

豊岡総合 豊岡（定）

和田山浜坂

国際
芦屋国際中等

三木北

宝塚

尼崎工業
相生産業

有馬
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●兵庫県立高等学校における特別な教育的ニーズへの対応
～高等学校での特別支援教育を進めています～（H31.2)

●高等学校の通級による
指導(R2.3)

●通級指導実践事例集
～高等学校における通級による指導～(R3.3)

●高等学校における障害のある
生徒等への進路指導ガイド(R3.3)

県教育委員会の取組

・通級指導運営協議会の設置（年３回）、通級指導担当者研修会の実施（年３回）

・高等学校における通級による指導実践研究協議会の開催、訪問指導

・小・中・高等学校・特別支援学校及び関係機関との合同研究会の実施

・大学との連携事業（神戸大学、兵庫教育大学、神戸親和女子大学等）

・特別支援教育にかかる教員長期派遣研修事業

※各リーフ
レット等はこ
ちらへ↑
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連携による効果的な実践普及啓発リーフレット(R4.3)
つなごう！つながろう！一人一人の未来のために
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① 発達段階に応じた関係機
関による支援と成果の例

② 支援の引き継ぎ
③ 本人及び指導・支援に携

わった教員の声
④ 関係機関と連携先等

※リーフレットはこちらへ↑
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パネルディスカッション「なりたい自分に近づくために」

－通級による指導を受けた卒業生・保護者の語りー

県立村岡高等学校

長戸先生の発表

高校通級は、自分を変えるための
努力を助けてくれる場所でした。

もっと早く、そういう人（通級
担当教員）に出会いたかった。

息子は、通級の授業で、会釈
の方法を教えてもらったこと
が役に立ったと話しています。

通級を受けてから、色んな人の
意見を聞くようになりました。

困った時は、誰かに相談していい
んだということを知りました。

高等学校における通級による指導実践研究協議会

「なりたい自分に近づくために」
通級を受けた卒業生・保護者の語りパネルディスカッションの様子
令和３年10月29日（金） 兵庫県民会館：98名、オンライン：172名

１ 特別支援教育に関する基本的な考え方、国の動向

２ 兵庫県の特別支援教育

３ 高等学校における通級による指導

４ 高等学校における特別支援教育（学校見学）

・村岡高校、西脇北高校の実践発表（録画） 、グループ協議 等

• 好きなことや自己を認めることを重視するなど
は障害の有無に関わらず、人と関わる際に重要
なことだと思った。

• 小学校とは違い、生徒の将来、特に進学や就職
を意識した指導を行っていることが印象的で、
高等学校までのつながり、他機関との連携も意
識して指導を行いたい。

【学生からの感想】
• 支援の理念だけでなく、どのような生徒に対
し、どのような支援をし、どのように変化し
たのかということを知ることができた。

• 生徒の問題行動にはその背景やきっかけがあ
ること忘れてはいけないと思った。

大学との連携（対象：教員養成課程）
神戸親和女子大学 （R4.６.２)
神戸大学 (R4.6.9、R4.12.２)
兵庫教育大学 (R4.10.19（学校見学）、R５.２.10)

14
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〈大学・大学院１年間の派遣〉

R2：5名 R3：6名 R4：５名

・大阪教育大学

・神戸大学大学院

・岡山大学

・兵庫教育大学大学院

・京都教育大学

〈国立特別支援教育総合研究所〉

R２：10名 R３：４名 R4：３名

・肢体不自由教育専修プログラム

・発達障害・情緒障害教育専修プログラム

・知的障害教育専修プログラム

特別支援教育にかかる教員長期派遣事業

15

〈研究テーマ等〉

「発達障害の現状と効果的なアプローチ及び合理的配慮の提供について」

「特別支援教育に関する資料タイトル分析」

「高校通級において自尊感情を育む（通級による指導を受けている高校生がCOVID-19
感染拡大による休校中に学校や教師に求めていたこと）」

「愛着障害・強度行動障害・子どもとの関わりについて

「高等学校における障害のある生徒への進路指導」 等

兵庫県立特別支援教育センター
令和４（２０２２）年度 研修講座一覧
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研 修 講 座 名

新
任
特
別
支
援
学
級

担
当
教
員
等
研
修

弱視学級担当講座
難聴・言語障害学級担当講座
知的障害学級担当講座
肢体不自由学級担当講座
病弱学級担当講座
自閉症・情緒障害学級担当講座

通
級
指
導
教
室

担
当
教
員
等
研
修

小学校における通級指導講座

中学校における通級指導講座

高等学校における通級指導講座

リ
ー
ダ
ー
研
修

【小・中学校】
エリアコーディネーター育成講座
【高等学校】
次世代コーディネーター育成講座
【特別支援学校】
次世代コーディネーター育成講座
【特別支援学校】
自立活動リーダー育成講座

研 修 講 座 名

特
別
支
援
教
育
研
修

障害のある子どもと歩む保護者の理解講座
特別支援学級における自立活動の指導充実講座
基礎的な障害理解と授業実践講座
効果的なICT活用講座（基礎）
効果的なICT活用講座（実践）①
効果的なICT活用講座（実践）②
気になる行動を考えるステップ講座
ポジティブな行動支援講座
ユニバーサルデザインの視点を取り入れた国語指導講座
特別支援教育の視点を取り入れた学級経営講座
感覚・運動面の視点を取り入れた指導・支援講座
発達の段階に応じた性の課題に関する指導・支援講座
発達障害のある幼児児童生徒の自立と社会参加に向けた就労支援講座（中・高）
発達障害のある幼児児童生徒の自立と社会参加に向けた就労支援講座（幼・小）
選択研修の 動画配信研修

特
別
支
援
学
校

年
次
研
修

初任者研修
教職経験者（２年次）研修
教職経験者（３年次）研修
中堅教諭等資質向上研修

マイプラン研修（自主研修）
講師派遣研修

兵庫県立特別支援教育センター
〒651-0062
兵庫県神戸市中央区坂口通2-1-1 兵庫県福祉センター3F Tel・Fax 078-222-3604



拠点校の取組

・特別の教育課程の編成等の研究

・通級による指導の実施

・個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成

・校内研修（研究授業含む：年３回）

→専門家を招き教職員を対象に実施

・合同研究会：各学区と淡路地区(年２回)

→小・中・高・特別支援学校及び関係機関

・近隣の高等学校への理解啓発、教育相談

巡回校の取組

・校内研修（年２回）

→専門家を招き教職員を対象に実施

拠点校、巡回校の取組

• 合格者説明会等での説明、中学校からの
引継ぎ、本人・保護者面談、学校生活の様
子による実態把握を実施

• 特別の教育課程編成に向け、計画・内容
を検討（教務部と連携）

• 特別支援教育委員会を中心に全教職員
が生徒の困難さや指導・支援目標、特性
に応じた指導・支援方法を共有

• オンラインによる授業も実施
• 関係機関との連携

【通級指導担当者時間割の例】
月 火 水 木 金

０限
１限 １年体育 生徒B 生徒B
２限 生徒A １年体育 生徒C
３限 TT

３年・体育
生徒A 教育相談

委員会 生徒C

４限 特別支援教育
委員会

５限 TT
２年・体育

１年体育

６限 TT
LHR

７限 生徒D 生徒E
(巡回)

生徒F
(巡回)

総合的な
探究の時間
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協力する特別支援学校の取組

・拠点校、巡回校への支援

（訪問・リモート等）

→個別の教育支援計画、

個別の指導計画作成への助言

→自立活動の指導方法、

教材教具についての助言

→校内研修の計画

→関係機関との連携等への助言

→卒業後の進路先への引継ぎ 等

協力校（特別支援学校）の取組
• 障害福祉・生活保護担当（市町）
• 障害福祉担当(手帳の更新)
• こども家庭センター
• 放課後等デイサービス事業所
• 入所施設、グループホーム
• アルバイト先
• 実習、ジョブコーチの活用
• 障害者就業・生活支援センター
• ハローワーク（職業相談会等）
• 医療関係（主治医、投薬） 等

【特別支援学校における連携先の例】

※個別移行支援計画作成や関係機関との連携等、特別支援学校
が日常的に行っている支援について情報提供等を行う 18



学区 第１学区 第１学区淡路地区 第２学区 第３学区 第４学区 第５学区

第

１

回

テーマ
縦の連携を生か
した生徒支援

小中高の
連携について(1)

通級指導の実際と
縦の連携

特別な支援を必要と
する児童生徒の通級
による指導や支援

発達段階に応じた
通級指導のあり方

小・中・高学習指導
要領各教科科目にお
ける「障害のある生
徒などへの指導」

実施日 ８月26日（金） ８月19日（金） ８月31日（水） ８月４日（木） ８月３日（水） ８月４日（木）

講師

神戸大学大学院
准教授 赤木 和重

実践発表
小・中・高通級担
当教員

兵庫教育大学大学院
准教授 谷山 優子

実践発表
小・中・高通級担当
教員

兵庫教育大学大学院
教授 岡村 章司

研究授業
高校通級担当教員

兵庫教育大学大学院
教授 井澤 信三

シンポジウム
小エリアCo.高通級
担当教員、関係機関

奈良学園大学
准教授 岡野由美子

パネルディスカッ
ション 小・中・高
通級指導担当教員

兵庫教育大学大学院
准教授 小川 修史

実践発表
高校通級指導担当教
員

第

２

回

テーマ
横の連携を生か
した生徒支援

小中高の
連携について(2)

通級指導の実際と
横の連携

自尊感情に配慮し
た通級による指導
のあり方

発達段階に応じた
通級指導のあり方

就労先への引継ぎ
と支援の継続

実施日 12月７日（水） 11月25日（金） 11月18日（金） 11月30日（水） 12月２日（金） １2月７日（水）

講師

県立村岡高等学校
元通級指導担当教
員 長戸 ゆかり

実践発表
高通級担当教員

香川大学教育学部
教授 坂井 聡

実践発表
小・中・高通級担当
教員

兵庫教育大学大学院
教授 岡村 章司

研究授業
高校通級担当教員

香川大学教育学部
教授 坂井 聡

実践発表
小・中・高通級担当
教員

大谷大学
教授 井上 和久

パネルディスカッ
ション 小・中・高
通級担当教員

パネルディスカッ
ション

小・中・高通級担当
教員、関係機関

合同研究会：各学区と淡路地区（県内６カ所）にて年２回
小・中・高等学校通級指導担当教員、特別支援学校の特別支援教育Co.が情報交換し、
通級による指導の充実に関する協議

19

合同研究会の様子

第３学区合同研究会(R4.8.4)

シンポジウム
コーディネーター 兵庫教育大学大学院

教授 井澤 信三 氏
シンポジスト
・小学校エリアコーディネーター
・ひょうご発達障害者支援センタークローバー
・主任相談支援員
・高等学校通級指導担当教員
情報交換、協議 等

第４学区合同研究会(R4.8.3)

講義
奈良学園大学 准教授 岡野 由美子 氏

パネルディスカッション
・小学校通級指導担当教員
・中学校通級指導担当教員
・高等学校通級指導担当教員
情報交換、協議 等 20



・発達障害等のある生徒への心理面、情緒面への適切な対応ができた。
・校内支援体制づくりを推進できた。
・通常の学級における授業の理解促進と生徒指導上の課題解決につな
がった。

・どの高等学校に進学しても、希望すれば通級による指導が受けられるよう、
巡回による指導を実施・拡充する。
・高等学校教員への一層の周知と理解促進が必要である。

成 果

課 題

令和３年度までの卒業生：９３名

21

高等学校における通級による指導の成果と課題

・拠点校への専門的な助言

・巡回校を含む高等学校に教員研修や
ケース会議等（年２回程度）
・要請に応じて本人・保護者への教育相談
・合同研究会等の実施
・エリア内の小・中学校に、要請に応じて教員研修等

【横の連携】
・ひょうご発達障害支援者センター

クローバー 豊岡ブランチ
・若者サポートステーション豊岡
・障害者就業・生活支援センター

【縦の連携】
・小・中学校等、高等学校、特別支援学校

・拠点校に教員研修やケース会議等（年２回程度）を依頼
・必要に応じて本人・保護者の教育相談を依頼
・合同研究会に特別支援教育コーディネーター等が参加

地域における小・中・高等学校間の縦の連携と、関係機関との横の連携の定着をめざす

豊岡市

朝来市

養父市

新
温
泉
町
香美町

【エリア内の高等学校】

【協力校】

【拠点校】

養父市エリア
拠点校 ： 但馬農業高校
協力校 ： 出 石特 支

養父市エリア
拠点校 ： 但馬農業高校
協力校 ： 出 石特 支

八 鹿高校

但馬モデルの構築
どの高等学校においても希望すれば通級による指導が受けられる体制づくり
※但馬地区を４つのエリアで区切り、４つの拠点校が各エリア内の学校をサポート

合同研究会等
新温泉町・香美町エリア

拠点校 ： 村 岡高校
協力校 ： 出石特支みかた校

新温泉町・香美町エリア
拠点校 ： 村 岡高校
協力校 ： 出石特支みかた校

香 住高校
浜坂高校

朝来市エリア
拠点校 ： 和田山高校
協力校 ： 和田山特支

朝来市エリア
拠点校 ： 和田山高校
協力校 ： 和田山特支

生野高校

豊岡市エリア
拠点校 ： 豊岡総合高校
協力校 ： 豊岡聴覚特支

豊岡市エリア
拠点校 ： 豊岡総合高校
協力校 ： 豊岡聴覚特支

豊岡高校
出石高校
日高高校

22



高等学校（定時制：1部2部3部の多部制）

特別支援学校（高等部）

校長

教頭 高等学校…３人 特別支援学校…１人

阪神昆陽の紹介

同一
敷地内に
２校 副校長施設の共有

高校・
特別支援
兼任

阪神昆陽
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特別支援学校との交流及び共同学習

部活動

行事での交流

授業

24



特別支援学校の生徒が高校の授業を受講

体育
美術

対人援助
※移動支援従業者資格取得

高校生から
アルバイトの話を聞く

25

通級による指導
授業の様子

氷上西高校 西宮香風高校

26
タブレット端末を用いた
学習に関する指導

困ったときの相談
スキルに関する指導

コミュニケーション
に関する指導

ATMでの預入金等
ライフスキルに関する指導

阪神昆陽高校

ICTを活用したコミュニケー
ションに関する指導

村岡高校

村岡高校




